モニタ開発と販売戦略 by 橋本 憲幸
 モニタ開発と販売戦略 
 
(株)ナナオ 品質保証部 橋本憲幸 
 
 
1．はじめに 
医用画像表示用の高精細/高輝度モノクロ
LCD （Liquid Crystal Display）モニタが製品
化されて約 10 年が経過した。そして、医療施設
では画像診断機器のデジタル化、画像データ利
用の拡大、画像管理システムの進化、診療報酬
の改定などにより、画像診断はフィルムからモ
ニタへと大きく変化している。その中で、医用
画像表示用モニタは最適な表示と効率的な管理
を目指して、性能、機能の向上を図りながらさ
まざまな製品が開発されてきた。 
当社は、読影用、電子カルテ用、汎用など院
内の様々な用途や目的に適した製品を開発して
きた。本稿では最新のモニタの性能、機能や技
術動向について報告する。 
2．RadiForce RX430 
RadiForce RX430（図 1）は、対角 29.8 イン
チ（75.6cm）の大画面に高解像度 4MP（メガピ
クセル、2560×1600＝409.6 万画素）の情報表
示を可能としたカラーモニタである。読影用途
では 2面のモニタを並べ画像を表示することが
多くなっているが、本製品は 2MP（1200×1600
＝192 万画素）モニタ（RadiForce RX220）の 2
台分の表示情報量を一つの画面に集約している。
画像表示面積は 641.2×400.8mm、画素ピッチは
0.2505mm（RX220 の画素ピッチは 0.27mm）であ
る。ベゼル面を含めた表示面の外枠寸法も小型
になり、横幅は 720mm（RX220 を 2 台並べると
752mm）、高さは 498mm（RX220 は 500mm）となる。 
2 台構成と比較すると、モニタ間の色調や輝
度差の違いの確認が不要となり設定、評価試験、
キャリブレーション回数が半分になるなど確認
や調整する手間が省け画質の維持管理が容易に
なる。さらに、モニタ間の額縁が存在しないた
め視認性が高まり作業効率の向上、奇数分割表
示、視線移動の最小化によるストレス軽減が期
待できる。主な性能・機能の特長は、下記とな
る。 
・輝度・コントラスト比 
カラー表示対応でかつモノクロモニタに近い
高輝度と高コントラストを兼ね備えたことによ
り、3D や Fusion、内視鏡、超音波などのカラ
ー画像と共に、CR や DR など高輝度を必要とす
るモノクロ画像も、同一モニタ上で適正に表示
可能となった。表 1は、当社 2MP のカラーモニ
タ（RadiForce RX220）およびモノクロモニタ
（RadiForce GS220）との比較である。 
 
図 1  RadiForce RX430 
図 2 2MPモニタと 4MPモニタの比較
 図 3  CAL Switch 機能 
表 1 輝度・コントラスト比の比較 
 RX430 RX220 GS220 
最大輝度 1000 900 1000 
コントラスト比 1100：1 1000：1 850：1
推奨最大輝度 400 400 500 
（輝度の単位は、cd/m2） 
 
当初のカラーモニタは、カラーフィルタの存
在によってモノクロ同等の輝度設定は難しかっ
た。最近では、画素の開口率の向上や構成材料
の精度向上などでモノクロと同様の輝度、コン
トラスト比が実現し、一般撮影画像も遜色なく
表示できるようになっている。 
・CAL Switch 機能 
CAL Switch 機能は、院内に混在する画像を用
途別にモニタを準備することなく、1 台のモニ
タ上で各画像に最適な輝度、階調による表示を
可能とした。図 3の様に CR や CT、DSA など表示
する画像に適した輝度や階調に調整した 7種類
のモードを設定し前面のスイッチで簡単に選択
できる機能を搭載した。その内 5種類のモード
はそれぞれにキャリブレーション可能としてい
る。さらに、付属のソフトウエアにて表示ビュ
ーアソフト毎に自動で表示モード切り替えが可
能となる（Auto CAL Switch 機能）。 
モニタの階調特性は様々であるが、DICOM 
（ Digital Imaging and COmmunication in 
Medicine）ではモノクロ医用画像は GSDF
（Grayscale Standard Display Function：グレ
ースケール標準表示関数）で表示すると規定し
て お り 、 IHE (Integrating Healthcare 
Enterprise)のプロファイル CPI (Consistent 
Presentation of Images)でも採用されている。
PACS（Picture Archiving and Communication 
System）で使用されるモニタでは GSDF が一般的
に使用されている。汎用モニタの場合は、従来
のCRTモニタを踏襲してγ=2.2を目標として設
定されている。モダリティのコンソール上のモ
ニタには汎用モニタが使われることが多いが、
γ=2.2 と GSDF では見え方に違い（図 4）がある
ので、モダリティと PACS 間での表示の整合性に
問題が発生する。また、内視鏡やカメラの出力
は、γ=2.2 のモニタで整合が取れるようにγ
=1/2.2 の特性となっている。よって、カラー画
像とモノクロ画像の混在表示が必要な用途でも
注意が必要となる。 
・Hybrid Gamma 機能 
Hybrid Gamma 機能は、同一画面内のモノクロと
カラー画像の表示エリアを自動判別し、それぞ
れ最適な輝度と階調で表示する（図 5）。PACS
用アプリケーション内でモノクロ、カラー画像
の混在が加速する中、違和感の無い画像表示を
実現し業務の効率化が期待できる。ただし、現
図 4 γ=2.2 と GSDF 
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 図 5  Hybrid Gamma 機能 
図 7 輝度均一性(a)補正前，(b)補正後 
（入力 255/255，128/255，32/255） 
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状では表示する画像配列によっては判別の不整
合が生じる場合があり、検出タイプの選択を行
い使用するアプリケーションとの検証が必要で
ある。この時、モノクロ画像表示エリアのハイ
ライト表示設定にて領域の判別が可能となる。 
カラー画像の表示において、階調特性の違い
は色の違いとなって表れる。色は RGB の各レベ
ルの配分によって決定されるが、階調が異なれ
ばその配分比率は変化するため、表示される色
は異なって見える（図 6）。また、モニタが変わ
れば RGB の色座標値や白色温度値も異なるため、
同じ階調設定でも色の違いが表れる。 
放射線画像は元々がモノクロなので、3D ボリ
ュームレンダリングや Fusion 画像などのカラ
ーのアプリケーションでは擬似的に着色を行う
が、内視鏡や病理画像は実体色に近い表示が求
められる。しかし、現時点ではカラー画像の表
示に関しての標準規格は無く、医師の判断で色
の調整が行われている。 
DICOM ではすでに CSPS（ Color Softcopy 
Presentation State）を制定し色情報交換方法
を示している。ただし、実装にあたり対応機器
の範囲や精度に関して議論していかなければな
らない。現在、AAPM（American Association of 
Physicists in Medicine）では、医用カラー画
像表示の要件と評価方法の策定作業が開始され、
2011 年末には案が公開される予定である。 
Digital Uniformity Equalizer（DUE）機能 
DUE 機能は、不均一なパネルの輝度分布を回
路技術によって均一にする機能であり、ほぼ全
ての階調において輝度均一性を向上させている。 
図 7は、入力レベル 255、128、32/255 の輝度
均一性の補正前と補正後を示している。輝度差
を強調しているので実際にこの様に見えるわけ
ではないが、良好な結果が得られている。モニ
タ個々のばらつきがあるので、調整は 1台ごと
に行う必要がある。この機能により、医用画像
の微妙な濃度勾配再現への寄与が期待できる。
また、輝度均一性は経時変化によって劣化を伴
うことから、補正によって長期間均一性の良い
画像が得られることとなる。 
 
 
 
図 6 色の比較（γ=2.2 と GSDF） 
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 図 8 IFS 
ベゼルとパネル間に 
Integrated Front Sensor
内蔵 
・内蔵センサ 
IFS（Integrated Front Sensor）は、モニタ
前面に内蔵されたセンサである。取り付け取り
外しの時間と手間をかけず、さらに品質管理の
タスク実行中は表示画面を妨げることなく、キ
ャリブレーションを実施する（図 8）。さらに付
属のモニタ品質管理ソフトウエア簡易版
RadiCS LE の RadiCS Self QC 機能で、接続ワー
クステーションの電源オフ時でもタスク実行可
能となっている。 
・10bit カラー表示 
DisplayPort 接続時は、RGB 各色 10bit 入力に
対応しているため、最大約 10 億色の表示が可能
となる。従来の 8bit カラー表示と比較して、3D
ボリュームレンダリングや Fusion 画像などに
おけるカラーグラデーションの再現性が向上す
る。ただし、10bit カラー表示に対応したグラ
フィックスボードとアプリケーションが必要と
なる。 
医用画像データの階調数は 10bit～14bit で
あるが、モニタの表示階調数は 8bit が標準であ
る。8bit にてグレースケールを大きく表示する
とレベル変化の境界線が見えるが、10bit では
判別が難しくなる。現状の放射線画像はノイズ
成分が大きいため、8bit とそれ以上の階調表示
において有意な差は出ていない。モニタ表示シ
ステムにどの程度までの表示階調数が必要かは
今後の課題である。 
 
・Backlight Saver 機能 
スクリーンセーバあるいはアプリケーション
と連動してモニタの節電状態に移行する機能で
ある。モニタ未使用時には、モニタの電源オフ
または節電状態になっていることが望ましい。
モニタの劣化の進行速度を抑え更新時期を延ば
すだけでなく、モニタやエアコンの消費電力の
抑制にも繋がるため、運用コスト削減に貢献す
る。離着席のたびにスイッチをオン/オフするの
は面倒であり、未操作時間の設定にて自動で節
電状態となるパワーセーブモードの利用が考え
られる。そして、この機能が使用できない場合
に Backlight Saver 機能が有効となる。
RadiForce RX430 の消費電力は 200W であるが、
節電状態では 1W 以下となる。節電状態で電力の
少ないモニタも選定時の条件として重要である。 
「スクリーンセーバ連動 Backlight Saver 機
能」は、スクリーンセーバが起動するとモニタ
が節電状態になりスクリーンセーバから復帰す
ると動作状態になる機能である。これらの機能
は PC に接続されているモニタがすべて同時に
動作するが、「アプリケーション連動 Backlight 
Saver 機能」（図 9）を活用すると特定のモニタ
が制御可能となる。画像ビューワアプリケーシ
ョンと連動するように設定した場合、画像ビュ
ーワを使用していない時は節電状態となる。特
にナースセンターや ICU（集中治療室）など電
子カルテは常時使用しているが、画像参照の頻
図 9 アプリケーション連動 
Backlight Saver 機能 
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図10 電源管理前後のモニタ使用時間比較例
（石巻赤十字病院）
度が少ない場合に画像表示用モニタのみオフす
ることができる。 
図 10 は、石巻赤十字病院における電源管理導
入前後のモニタの使用時間比較例であり、導入
後に大幅に時間短縮を達成している。そして、
使用時間を把握することによって、モニタの配
置換えを行い部署ごとのばらつきを抑えること
も可能となる。 
 
 
 
パワーセーブモードや Backlight Saver 機能
を使用した時の注意事項としては、機能を知ら
ない人が見ると画像が表示されていないので
PC の電源がオフになっていると勘違いし、オン
になっている PC を逆にオフさせてしまい、シス
テムに悪影響を与える可能性がある。よって、
この機能を十分に周知させる必要がある。 
・人感センサ 
モニタ内蔵の人感センサがユーザの離着席を
検知し、自動的にモニタの節電状態と復帰を実
行する（図 11）。PC やソフトウエアの設定や操
作を行うことなく、モニタ単独で自動的に節電
が行える。ただし、人の動きが頻繁な場所では、
判定が難しくなるため、前述の機能を使用する
ことが望ましい。 
・モデルバリエーション 
読影室や手術室など使用する環境に合わせて
選べるよう、AR（ Anti Reflection）仕様
（RX430-AR）、AG（Anti Glare）仕様（RX430）、
そして AG 仕様でかつフリーマウント・保護パネ
ル付き仕様（RX430-FC）の 3モデル（図 12）を
用意した。 
AG 処理は、図 13（左）の様に表面に微細な凹
凸を形成して外光を散乱させ、パネル面への外
光の映り込みを防ぐ目的で行われている。一方
でモニタから発せられた光の散乱も示している。
つまり表示される画像も散乱されるので画像辺
縁部がぼけてしまう。よって、AG 処理の無い方
が鮮鋭度は高くなり、反射光が拡散しないので
全体が黒く見えコントラストが向上する。しか
し、一方で入射した角度に対する反射光は増大
するため周囲の細かいものまで映り込む欠点が
ある。AR 処理は、この反射光を低減するために
行われ、鮮鋭度とコントラストを維持しながら
図 12 モデルバリエーション 
図 11 人感センサによるオン/オフ 図 13 AG 処理（左）と AR 処理（右） 
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 反射光を押さえる効果がある。 
3．RadiForce GX530 
RadiForce GX530（図 14）は、対角 21.3 イン
チ（54cm）の高解像度 5MP（2048×2560＝524.3
万画素）の情報表示を可能としたモノクロモニ
タである。画像表示面積は 337.9×422.4mm、画
素ピッチは 0.165mm（RadiForce GS521 同等）で
ある。前述の RadiForce RX430 とほぼ同等の機
能を搭載している。 
・ CAL Switch 機能 
・ DUE 機能 
・ 10bit モノクロ表示 
・ Backlight Saver 機能 
・ 人感センサ 
この他の性能・機能の特長は、下記となる。 
・輝度・コントラスト比 
従来機種である RadiForce GS521 に対し、新
IPS パネルを採用し、輝度、コントラスト比を
高めた。高輝度化によって、パネルおよびバッ
クライトの保証期間は、現行の 5年間かつ製品
使用時間 30,000 時間から 40,000 時間以内へと
延長可能となった。高コントラスト比は、最小
輝度を引き下げることができるため、マンモグ
ラフィの高濃度領域の表示品質向上が期待でき
る。 
 
 
表 2 輝度・コントラスト比の比較 
 GX530 GS521 
最大輝度 1200 700 
コントラスト比 1200：1 850：1 
推奨最大輝度 500 500 
（輝度の単位は、cd/m2） 
・SPD（Sub-Pixel Drive）機能 
3 個のサブピクセルを独立して制御する SPD
機能により超高解像度 7680×2048 ドットの表
示が可能である。15MsP（メガサブピクセル）、
1,500 万画素の表示によって、元画像をよりき
め細かく再現し、輪郭を鮮明に表示する（図 15）。
ただし、15MsP 表示に対応したアプリケーショ
ンが必要となる。 
・内蔵センサ 
RadiForce RX430 と機能的には同じであるが、
IFS の位置が図 16 となる。 
・モデルバリエーション 
AR 仕様（GX530-AR）、と AG 仕様（GX530）の 2
モデルとそれぞれ 2台間の表示の色味を合わせ
たペアリング仕様を用意している。 
図 14  RadiForce GX530 
図 15  SPD ON/OFF 比較 
図 16  IFS 
ベゼルとパネル間に 
Integrated Front Sensor
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 4．品質管理ツール RadiCS  
医用画像表示用モニタでは、診断精度を保証
するため画像表示の一貫性を確保しなければな
らない。そのためには、複数のモニタの表示特
性を標準化し、その輝度や階調特性などを長期
間維持する必要がある。しかし、膨大な台数の
試験をこなすためには、多くの人と時間を要す
る。 
当社ではキャリブレーション、受入/不変性試
験、履歴、レポート出力等がより簡単にできる
品質管理ツールを開発し、試験にかかる工数削
減を実現している。図 17 は当社が開発したモニ
タ品質管理ソフトウエア RadiCS の初期画面で
ある。RadiCS は 2003 年に開発され、機能の改
善、追加を加えながら現在 Ver.3.5.4 に至って
いる。その特長を以下に解説する。 
キャリブレーション･･･各種センサを使用して、
最小・最大輝度、色温度の目標値などの設定と
ともに、GSDF のほか様々な階調設定が可能であ
る（図 18 左上）。 
受入･不変性試験･･･JESRA X-0093、デジタルマ
ンモグラフィ品質管理マニュアルのほかに
AAPM、DIN、IEC など各ガイドラインで定めてい
る受入試験、不変性試験に準拠したパターン（図
18 右上）、輝度、階調、ユニフォミティ（図 18
左下）のチェックを表示モード別に実施できる。
実行のタイミングは、スケジュールにて、各項
目を PC 電源オン直後/オフ直前、特定アプリケ
ーション起動直後など細かく設定できる。
LS-100 などの市販の輝度計や手動測定にも対
応する。また、市販のモニタも実行可能（ライ
センス要）となっている。 
履歴管理・レポート作成･･･キャリブレーショ
ンや受入・不変性試験などの結果を履歴として
保管する（図 18 右下）。この履歴をもとに、ガ
イドラインに準じたレポートの作成、プリント
アウトを行う。 
資産管理･･･モニタ、PC、グラフィックスボー
ドなどの資産管理番号や設置場所などの情報を
登録し、モニタの使用時間と共に管理を行う。 
自己診断・自己補正機能･･･モニタ内蔵センサ
による輝度の自己診断および簡易的なキャリブ
レーションを実行する。自己診断時には Status 
Analyzer 機能にて警告表示も可能である。 
ネットワーク品質管理ソフトウエア RadiNET 
Pro、 RadiNET Pro Lite との連携･･･病院内に
モニタ管理用サーバを設置し、ネットワークを
介して、RadiCS をインストールしたクライアン
ト PC のモニタを一元管理する（図 19）。病院内
の各所に設置された膨大なモニタの一元管理を
実現し。管理者および保守サービス担当者の作
図 17 モニタ品質管理ソフトウエア RadiCS 
図 18 RadiCS 各種画面 キャリブレーショ
ン（左上）、パターン表示（右上）、ユミフォ
ミティチェック（左下）、履歴（右下）
 業とコストの大幅な軽減可能とする。 
5．今後の技術 
LCD モニタの特性における主な課題は、コン
トラスト比の向上、色再現性の向上、応答速度
の向上、長寿命化などがある。また、使用や管
理をする上では、より使い易く効率的な運用が
可能な機能が求められている。これまでの説明
以外にも様々な取組みがなされており、今後の
全体的な技術について報告する。 
・参照用モニタ、大型モニタ 
参照用途では、院内で大量のモニタが使用さ
れることから、コストを抑えるために、生産量
が圧倒的に多い汎用モニタと同一パネルを採用
する場合が多い。そのため、アスペクト比が
16:10 や 16:9 の製品が増えてきている。手術や
カンファレンス用途では、大型のモニタが使用
され、ハイビジョン仕様の解像度 1920×1080
が多い。最近ではより精細に多くの画面を表示
するために解像度 8MP（3840×2160）のモニタ
が製品化されている。図 20 は 56.2 インチ 8MP
カラーモニタ RadiForce LS560W である。アンギ
オ装置のように多数のモニタを使用する環境で
採用されつつある。モニタ間の色味など表示の
違いがなくなると共に、各モニタの額縁が存在
しないことや状況に応じて表示画像サイズを変
えるなどによる視認性が高まり、作業効率の向
上が期待できる。 
･バックライト 
バックライトは、すでに TV や汎用モニタで先
行しているが、CCFL（Cold Cathode Fluorescent 
Lamp）から LED（Light Emitting Diode）に変
わり、長寿命、色域の拡大、コントラスト･動画
特性の向上、有害物質の削減が期待される。特
にカラーモニタはモノクロモニタと比較して寿
命が短く、今後カラーモニタから順次採用され
ていく。ただし、輝度劣化が無くなるわけでは
なく、現時点ではモノクロモニタの寿命には達
していない。 
・DP（DisplayPort） 
すでに搭載されている機種もあるが、DP
（Display Port）は DVI （ Digital Visual 
Interface）の後継となる新しいビデオインター
フェースである。DVI と比べて、小型化、コス
ト低減、高速化を実現し、高解像度への対応が
考慮されている。将来的には、1つの DP 出力で
複数のモニタを数珠つなぎにし、今までよりも
簡単にマルチモニタ環境を構築することができ
る（図 21）。また、条件付きとはなるが 15ｍと
いう信号の長距離伝送が行える。 
 
 
 
 
図 20 RadiForce LS560W 
図 21 DP によるマルチモニタ接続 
図 19  RadiNET Pro リモート実行 
 ・立体視モニタ 
すでに映画や TV などで先行している立体表
示に関しても、今後普及が期待される。医療分
野では、一般撮影や乳房撮影のほかに、手術前
の検討、眼底画像、内視鏡手術、教育用などの
応用が考えられる。図 22（左）は、23.0 型のフ
ル HD（1920×1080）表示が可能な裸眼 3D カラ
ーLCD モニタ DuraVision FDF2301-3D である。
また、図 22（右）は ITEM2010 に出展した偏光
めがねを使用するハーフミラー方式のモニタで
ある。いずれも高解像度表示を実現できる方式
である。 
・新表示デバイス 
現在主流の表示デバイスは LCD であるが、今
後 OLED （Organic Light-Emitting Diode）が
次世代の表示デバイスとして期待される。電極
で挟んだ有機物質に電流を流し、発光させると
いう単純な現象を利用したシンプルな構造とな
る。有機体自体が発光するため、バックライト
による発光を利用する LCD とは異なる。LCD と
比較して、高コントラスト比、広視野角、高速
応答、低消費電力となる。バックライトが不要
になるので軽量、薄型化にも適している。OLED
は、すでに携帯機器や小型機器に使用されてお
り、大型化、高解像度化、高輝度化、長寿命化
などの改善が期待される。 
 
 
 
6．おわりに 
最新の医用画像表示用 LCD モニタの技術につ
いて説明したが、この他にも様々な取組みがな
されている。今回紹介した新製品のモニタの性
能、機能は、すでに搭載されているもの、新た
に搭載したものとあるが、今後とも改善や他機
種への展開を図る予定である。 
有効な特性や機能の判断は、最終的には観察
者の視覚的評価や使用経験が必要であり、機器
を評価、使用した後の意見や要望が更なる性能
の向上や機能改善に繋がるものと信ずる。より
良い製品開発に向け、多くの声をメーカに寄せ
て頂きたい。 
 
製品情報 
http://www.radiforce.com/jp/index.html 
 
 
 
図 22 立体視モニタ 
     DuraVision FDF2301-3D (左)  
ハーフミラー方式のモニタ（右） 
『モニター開発と販売戦略』 
 
NEC ディスプレイソリューションズ株式会社 
モニター事業企画本部 商品企画グループ 
石塚 圭一 
はじめに 
 
 医用画像のデジタル化に伴い医用画像は、画
像診断や画像参照で扱われるだけではなく、電
子カルテやカンファレンスなどその範囲は広
がっている。 
 当社では、医療機関にて使用する医用画像表
示用機器をトータルソリューションとして画
像診断用モニター、画像参照・電子カルテ用モ
ニター、カンファレンス用大型モニターとプロ
ジェクターをラインナップとしている。このた
め医療機関から求められる様々な医用画像表
示用機器をトータルソリューションとして提
案することが可能である。（図1） 
 本稿では当社の医用画像表示用モニターの
ラインナップとこれら医用画像表示用モニタ
ーの品質管理を実施するためのQAソフトウェ
アを紹介する。
 
 
 
図1 医用画像表示用機器のトータルソリューション 
 
 
 
Ⅰ 画像診断用モニター 
 
 画像診断用モニターには、画像診断において
必要とされる高輝度、高コントラスト比を実現
したMultiSyncⓇ MDシリーズがある。 
MultiSyncⓇ MDシリーズにはカラーモニター
として2MPのMD212MC、3MPのMD213MCの2モデル、
モノクロモニターとして3MPのMD213MG、5MPの
MD205MG-1の2モデルの計4モデルをラインナッ
プしている。表1は主なスペックである。 
 MultiSyncⓇ MDシリーズの主な機能の特徴を
以下に説明する。 
1. 高輝度 
 推奨キャリブレーション輝度400cd/m2をモ
ノクロモニターだけでなくカラーモニターで
も実現。余裕のあるキャリブレーション特性に
より長期に渡る安定が可能である。 
2. 多階調ガンマ補正 
 多階調＊1のルックアップテーブルのガンマ調
整機能により、豊富なパレットから理想的な階
調特性が選択できることで、さらに滑らかでき
めの細かい階調表現を実現し、10ビットの画像
も欠損させることなく表示させることが可能
である。 
3. ムラ補正 
 独自開発の「専用画像処理IC｣搭載により、
画像の輝度ムラ、色ムラ、ガンマを5段階で補
正することが可能である。液晶パネルは1枚毎
に微妙に異なる表示特性を示すため、この表示
特性に応じた最適な補正値を、計測データとと
もにモニター1台毎に設定することで、均一性
の高い表示性能を得ることが可能である。 
4. フロントセンサー搭載 
 モニタ－本体に内蔵したフロントセンサー
により液晶パネルの表面から表示状態を監視、
適切なフィードバックを行うことにより、常に
安定した表示の実現が可能である*2。 
また、ネットワーク経由でのリモートキャリ
ブレーションおよびDICOM Part14の適合試験を
実施することも可能である *3。 
5. セルフキャリブレーション機能 
 モニター本体に高精度なキャリブレーショ
ンプログラムを内蔵。指定の外部USBセンサー
をモニタ本体に直接接続するだけで、コンピュ
ータに接続しなくてもガンマ特性、輝度に対し
て高精度なキャリブレーションを容易に実施
可能である*2。 
6. JESRA-X0093の出荷試験成績書に対応 
 日本画像医療システム工業会（JIRA）が制定
したガイドラインであるJESRA-X0093「医用画
像表示用モニタの品質管理に関するガイドラ
イン」の受入試験において代用が認められてい
る出荷試験成績書を同梱している。 
 
*1：各モデルの階調数 
MD212MC：12ビット、MD213MC：12ビット、 
MD213MG：13.5ビット、MD205MG-1：11.5ビッ
ト 
*2：MD205MG-1対象外 
*3：別途ネットワークライセンスの購入が必要 
 
表1 画像診断用モニターMultiSyncⓇ MDシリーズのスペック 
 
 
 
図2 画像診断用モニターMultiSyncⓇ MDシリーズ（MD213MG、MD205MG-1）の外観 
 
Ⅱ 画像参照用・電子カルテ用モニター 
 
画像参照用・電子カルテ用モニターには、画
像診断用モニターにて紹介したMultiSyncⓇ MD
シリーズの標準輝度モデルと、医用画像の表示
で必要とされる標準的な階調特性であるDICOM 
ps3.14に対応し、その階調特性にキャリブレー
ションが可能であり、導入コストの低減に対応
したMultiSyncⓇ HRシリーズがある。 
MultiSyncⓇ MDシリーズの標準輝度モデルに
は4MPのMD304MCがある。MultiSyncⓇ HRシリーズ
には1MPのLCD1990SX-Mの1モデル、2MPの
LCD2090UXi-M、LCD2190UXp-Mの2モデル、ワイ
ドモニターで2.3MPのLCD-PA241W-Mの１モデル
の計4モデルをラインナップしている。表2は主
なスペックである。 
4MPのMD304MCの特徴は、画像診断用モニター
であるMultiSyncⓇ MDシリーズにて説明してい
るので、ここではMultiSyncⓇ HRシリーズにおい
て新商品であるLCD-PA241W-M主な機能の特徴
を以下に説明する。 
1. 10ビットIPS方式24.1型ワイド液晶採用 
 24.1型のワイドな画面に1920 x 1200ドット
の広い表示領域を確保。RGB各色10ビットのカ
ラーIPSパネルの採用で、DisplayPort端子から
の10ビットカラー入力* にも対応する高い階
調再現性を有する。またIPS方式のため、斜め
方向からでも色の変化を抑えた優れた表示性
能を発揮する。 
2. 3次元ルックアップテーブル機能と多階調ガ
ンマ補正機能*5を搭載 
 新開発の画像処理専用ICによる3次元ルック
アップテーブルと独自の色変換アルゴリズム
を搭載したことで、従来より色再現の精度を大
幅に向上している。また、14bitガンマ補正機
能も搭載したことで、階調表現の正確さと滑ら
かさを向上している。 
3. 長期輝度保証の実現 
 輝度維持時間の長期化には、バックライト自
体の特性のみならず、いかに良い条件で駆動す
ることができるかが重要である。LCD-PA241W-M
では、モニタ筐体の熱設計などの工夫により、
推奨キャリブレーション輝度（170cd/㎡）の設
定にて15,000時間の輝度保証を実現した。これ
により長期にわたり安定した性能を提供する
ことが可能である。 
 また、LCD-PA241W-Mでは駆動回路の最適化に
より電源投入やパワーマネージメント復帰後
の表示特性の安定時間を大幅に短縮した。こま
めに電源オフ、パワーマネージメントを行うこ
とにより、さらにバックライトの消耗を抑える
運用も可能である。 
4. DICOMモード対応*6 
医用画像の表示で必要とされるDICOM ps3.14
の階調特性に合うよう、工場で個別調整を行い
本体にプリセットしている。 
5. 利便性を拡張させる2画面表示機能とピク
チャーモード機能 
 ピクチャーインピクチャー、ピクチャーバイ
ピクチャーの2画面表示機能を搭載。縦置き表
示の利用時にはアスペクト比 (縦横比) を維
持したまま、画面を上下2段に表示することも
でき、高い利便性を提供する。  
また、2画面を表示した状態で異なる二つの
「ピクチャーモード」をそれぞれの画面に設定
することが可能である。例えば電子カルテの情
報画面と医用画像で2画面表示を行い、ピクチ
ャーモードをそれぞれの表示に適した"sRGB"
と"DICOM"に設定することで、従来2台のディス
プレイで行っていた表示を1台のLCD-PA241W-M
で行うことができる。導入コストと設置スペー
スの削減に効果的な、当社独自の機能である 
(図4)。 
6. JESRA-X0093の出荷試験成績書に対応 
 日本画像医療システム工業会（JIRA）が制定
したガイドラインであるJESRA-X0093「医用画
像表示用モニタの品質管理に関するガイドラ
イン」の受入試験において代用が認められてい
る出荷試験成績書を同梱している。 
 
*4： 10ビット表示にはビデオボードとアプリ
ケーションの対応 
が必要 
*5： LCD-PA241W-M以外のMultiSyncⓇ HRシリー
ズは12bit 
ガンマ補正機能を搭載 
*6： LCD-PA241W-M以外のMultiSyncⓇ HRシリー
ズは簡易 
DICOMモード 
 
表2 画像参照用・電子カルテ用モニターMultiSyncⓇ MD304MCとHRシリーズのスペック 
 
 
図3 画像参照用・電子カルテ用モニターMultiSyncⓇ MD304MCとHRシリーズ（LCD2190Uxp-M）の外観
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        
従来                   LCD-PA241W-M の表示例 
 (ピクチャーバイピクチャー時) 
図 4 画面表示機能の利用例 
 
 
Ⅲ カンファレンス用大型モニター 
 
 カンファレンス用大型モニターには、医用画
像を大勢で見ることから必要とされる大画面、
高精細、DICOM ps3.14の階調特性を実現した
Public DisplayのMultiSyncⓇPシリーズ、
MultiSyncⓇMシリーズがある。 
 MultiSyncⓇPシリーズには70インチ、52イ
ンチ、46インチ、40インチの計4モデルがあり、
MultiSyncⓇMシリーズには、46インチ、40イン
チの計2モデルがある。表3は主なスペックであ
る。 
 MultiSyncⓇ PシリーズとMultiSyncⓇMシリー
ズの主な機能の特徴を以下に説明する。 
1. 大画面FullHD対応 
40インチから70インチまでの大画面で
FullHD 
（1920 x 1080）の解像度に対応しているため、
医用画像を大勢で参照することも可能である。 
2. DICOMモード対応*7 
医用画像の表示で必要とされるDICOM ps3.14
の階調特性に合うよう、工場で個別調整を行い
本体にプリセットしている。 
3. ハードウェアキャリブレーション対応 
 モニター本体をキャリブレーションするハ
ードウェアキャリブレーションに対応してい
るため、階調飛びのない精度の高い階調特性の
表示が可能である。 
 
*7： MultiSyncⓇ Pシリーズ、MultiSyncⓇ Mシ
リーズは簡易 
DICOMモード 
 
 
DICOMモード表示
170 cd/m2 
sRGB モード表示
80 cd/m2 
現在一般的な、縦横比 5 : 4 (SXGA) のアプリケーション
画面 2 つ分を 縦横比そのままに 隙間なく同時表示可
 表3 カンファレンス用大型モニターMultiSyncⓇPシリーズとMultiSyncⓇMシリーズのスペック 
 
 
図5 カンファレンス用大型モニターMultiSyncⓇPシリーズ（LCD-P401）とMultiSyncⓇMシリーズ
（LCD-M461）の外観
 
 
Ⅳ 品質管理用QAソフトウェア 
 
 品質管理用 QA ソフトウェアには、様々な用
途で使用される医用画像表示用モニターに対
応し、その医用画像表示用モニターの表示品質
を維持・管理し、また膨大な管理工数を削減す
るツールであることが求められる。 これら要
求に対応した QA ソフトウェア 
として無償の GammaCompMD QA がある。 
GammaCompMD QA では、当社の医用表示用モニタ
ーである画像診断用モニター、画像参照用・電
子カルテ用モニター、カンファレンス用大型モ
ニターに対して次のことが実施可能である。 
1.  DICOM ps3.14 適合試験に対応 
 DICOM ps3.14に適合しているかのコンフォー
マンステストが可能である。 
2.  各種キャリブレーションに対応 
 DICOM ps3.14適合試験に不合格になった場合、
DICOM ps3.14の階調特性に合わせたキャリブレ
ーションが可能である。また簡易 DICOM モード
に対応した MultiSyncⓇ HR シリーズ、MultiSync
ⓇPシリーズ、MultiSyncⓇMシリーズに対しては、
輝度･色度キャリブレーションも実施可能であ
る。 
3.  各国規格・ガイドラインに基づいた
受入試験・不変性試験に対応 
アメリカの AAPM-TG18、ドイツの DIN V 
6868-57、日本の JESRA-X0093 に則った受入試
験・不変性試験が実施可能である。 
4.  各種試験、キャリブレーションのデ
ータ管理に対応 
GammaCompMD QA で得られる DICOM ps3.14 適合
試験、各国の受入試験・不変性試験、キャリ
ブレーションなどのデータや履歴を管理可能
である。 
5. ネットワークに対応*8 
 ネットワーク対応のGammaCompMD QA Server
を使用することで院内で繋がった端末の管理
を一元化することが可能である。 
*8：ネットワーク対応には端末毎に別途ライセ
ンス料が必要 
 
   
a) 不変性試験の結果表示      b） グレースケールキャリブレーションの結果表示 
 
図6 GammaCompMD QA 
 
 
おわりに 
 
 当社は、医療機関における様々な用途に応じ
た製品ラインナップの拡充を図っている。今後
も、医用画像の診断に役立つモニターや、導入
コストと設置スペースの削減に効果的なワイ
ドモニターの開発を積極的に行うことで、医療
機関におけるデジタル化・ＩＴ化に貢献してい
く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
